
令 和 ６ 年
３月８日
（金曜日）

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行

○
告
示

生
活
保
護
法
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
医
療
機
関
の
廃
止
の
届
出
（
厚
政
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
家
畜
の
検
査
の
実
施
（
畜
産
振
興
課
）

一

…
…
…
…
…
…
…

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
家
畜
の
注
射
の
実
施
（
畜
産
振
興
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…

漁
船
損
害
等
補
償
法
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
事
項
（
水
産
振
興
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
認
可
（
都
市
計
画
課
）

三

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
二
件
）
（
砂
防
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

四

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
の
解
除
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
（
砂
防
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

○
公
告

肥
料
の
登
録
（
農
業
振
興
課
）

五

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新
（
農
業
振
興
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

種
畜
証
明
書
の
交
付
（
畜
産
振
興
課
）

六

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

告

示

山
口
県
告
示
第
六
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
五
十
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
、
指
定
医
療

機
関
か
ら
次
の
と
お
り
医
療
機
関
を
廃
止
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

医

療

機

関

廃
止
年
月
日

名

称

所

在

地

後
藤
産
婦
人
科
医
院

岩
国
市
岩
国
一
丁
目
二
〇
番
二
六
号

令
和
五
、

一
一
、
三
〇

安
田
歯
科
医
院

〃

錦
見
六
丁
目
一
三
番
一
一
号

〃

一
二
、
一
五

有
限
会
社
シ
ブ
ヤ
薬
局
下
右
田

店

防
府
市
大
字
大
崎
四
五
五
の
一

令
和
元
、

八
、
三
一

指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等

廃
止
年
月
日

名

称

主
た
る
事
務
所

の
所
在
地

名

称

所

在

地

医
療
法
人
医
誠
会

萩
市
大
字
江
向
四

一
三
の
一

医
療
法
人
医
誠
会

訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
つ
ば
き

萩
市
大
字
江
向
四

一
三
の
一

令
和
三
、九
、
三
〇

山
口
県
告
示
第
六
十
九
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

畜
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
家
畜
に
つ
い
て
検
査
を
受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
検
査

㈠

目
的

牛
の
ヨ
ー
ネ
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

⚑

搾
乳
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
二
十
四

月
以
上
の
雌
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

⚒

繁
殖
の
用
に
供
し
、
又
は
供
す
る
目
的
で
飼
育
し
て
い
る
月
齢
又
は
推
定
月
齢
が
満
二
十
四

月
以
上
の
雌
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

⚓

⚑
及
び
⚒
に
掲
げ
る
牛
と
同
一
施
設
内
で
飼
育
し
て
い
る
牛
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要

が
あ
る
と
認
め
る
も
の

⚔

搾
乳
の
用
に
供
す
る
目
的
で
県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

⚕

繁
殖
の
用
に
供
す
る
目
的
で
県
外
か
ら
移
入
し
た
雌
牛

㈣

期
日

一
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



令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

⚑

予
備
的
抗
体
検
出
法
又
は
予
備
的
遺
伝
子
検
出
法
（
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
法
）

⚒

⚑
に
よ
る
検
査
の
反
応
が
陽
性
で
あ
る
場
合
に
は
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法

二

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
検
査

㈠

目
的

伝
達
性
海
綿
状
脳
症
の
発
生
の
状
況
等
を
把
握
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域
（
萩
市
見
島
を
除
く
。
）

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

⚑

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
、
死
亡
前
に
農
林
水
産
大
臣
が
指
定
す
る
症

状
を
呈
し
て
い
た
又
は
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
牛
の
死
体

⚒

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
、
死
亡
前
に
進
行
性
の
歩
行
困
難
、
起
立
不

能
、
行
動
変
化
又
は
非
特
異
的
な
症
状
を
呈
し
て
い
た
又
は
呈
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、
そ

の
症
状
が
行
動
変
化
又
は
神
経
症
状
を
呈
す
る
他
の
一
般
的
な
理
由
で
は
説
明
で
き
な
い
牛
の

死
体

⚓

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
、
生
体
検
査
で
行
動
異
常
、
運
動
失
調
等
の

神
経
症
状
等
の
理
由
で
と
殺
・
解
体
禁
止
と
な
っ
た
牛
の
死
体
又
は
と
う
汰
さ
れ
た
牛

⚔

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
牛
の
死
体
又
は
と
う
汰
さ
れ
た
牛
（
⚑
、
⚒

及
び
⚓
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
）

㈣

期
日

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

⚑

牛
の
死
体
に
あ
っ
て
は
酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ
法
）

⚒

⚑
に
よ
る
検
査
の
反
応
が
陰
性
で
な
い
牛
の
死
体
に
あ
っ
て
は
ウ
エ
ス
タ
ン
ブ
ロ
ッ
ト
法
に

よ
る
検
査
及
び
免
疫
組
織
化
学
的
検
査

三

豚
熱
検
査

㈠

目
的

豚
及
び
い
の
し
し
の
豚
熱
予
防
的
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
免
疫
の
付
与
の
状
況
を
確
認
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
豚
及
び
い
の
し
し

㈣

期
日

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ
法
）
（
家
畜
防
疫
員
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
豚
及
び
い
の
し

し
に
あ
っ
て
は
、
酵
素
免
疫
測
定
法
（
エ
ラ
イ
ザ
法
）
及
び
中
和
試
験
）

四

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
検
査

㈠

目
的

豚
の
オ
ー
エ
ス
キ
ー
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

飼
育
し
て
い
る
豚
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

㈣

期
日

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

ラ
テ
ッ
ク
ス
凝
集
反
応
法

五

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
検
査

㈠

目
的

鶏
の
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

飼
養
し
て
い
る
鶏
で
家
畜
防
疫
員
が
検
査
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
も
の

㈣

期
日

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

血
清
抗
体
検
査
（
家
畜
防
疫
員
が
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
鶏
に
あ
っ
て
は
、
血
清
抗
体
検
査
及

び
ウ
イ
ル
ス
分
離
検
査
）

六

腐
蛆そ

病
検
査

㈠

目
的

腐
蛆
病
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

⚑

蜜
蜂
の
全
部

二
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⚒

転
飼
し
よ
う
と
す
る
蜜
蜂

㈣

期
日

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

検
査
の
方
法

肉
眼
検
査

山
口
県
告
示
第
七
十
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
家

畜
の
所
有
者
に
対
し
、
次
の
と
お
り
家
畜
に
つ
い
て
注
射
を
受
け
る
こ
と
を
命
ず
る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

豚
熱
予
防
注
射

㈠

目
的

豚
熱
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め

㈡

区
域

山
口
県
全
域

㈢

対
象
と
な
る
家
畜
の
種
類
及
び
範
囲

豚
及
び
い
の
し
し
の
全
部

㈣

期
日

令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

㈤

注
射
の
方
法

皮
下
注
射
又
は
筋
肉
内
注
射

山
口
県
告
示
第
七
十
一
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
七
年
政
令
第
六
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
）
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

同
意
を
求
め
る
た
め
、
次
の
一
の
と
お
り
事
前
届
出
が
あ
っ
た
。

当
該
届
出
に
係
る
指
定
漁
船
調
書
は
、
次
の
二
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

届
出
事
項

発

起

人

漁
船
損
害
等
補
償
法
第

百
十
三
条
第
一
項
の
申

出
を
す
る
漁
業
協
同
組

合

加
入
区

住

所

氏

名

三
隅
町
加
入

区

長
門
市
三
隅
下
三
八
一
二
の
三
三

上
田

勉

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

〃

〃

三
六
六
九
の
三

齋
藤
源
太
郎

二

指
定
漁
船
調
書
の
縦
覧

加
入
区

縦

覧

期

間

縦

覧

場

所

三
隅
町
加
入

区

令
和
六
年
三
月
八
日
か
ら
同
月
二
十
二
日
ま
で

山
口
県
漁
業
協
同
組
合

山
口
県
告
示
第
七
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
山
陽
小
野

田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

施
行
者
の
名
称

山
陽
小
野
田
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

山
陽
小
野
田
都
市
計
画
下
水
道
事
業
山
陽
小
野
田
市
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
四
十
六
年
十
一
月
十
九
日
か
ら
令
和
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

山
陽
小
野
田
市
北
竜
王
町
、
南
竜
王
町
、
港
町
、
須
恵
一
丁
目
、
須
恵
二
丁
目
、
須
恵
三
丁
目
、

中
央
一
丁
目
、
中
央
二
丁
目
、
中
央
三
丁
目
、
中
央
四
丁
目
、
セ
メ
ン
ト
町
、
平
成
町
、
住
吉
本
町

一
丁
目
、
住
吉
本
町
二
丁
目
、
千
代
町
一
丁
目
、
千
代
町
二
丁
目
、
稲
荷
町
、
中
川
一
丁
目
、
中
川

二
丁
目
、
中
川
三
丁
目
、
中
川
四
丁
目
、
中
川
五
丁
目
、
中
川
六
丁
目
、
栄
町
、
高
栄
一
丁
目
、
高

栄
二
丁
目
、
高
栄
三
丁
目
、
新
生
一
丁
目
、
新
生
二
丁
目
、
新
生
三
丁
目
、
日
の
出
一
丁
目
、
日
の

出
二
丁
目
、
日
の
出
三
丁
目
、
日
の
出
四
丁
目
、
旭
町
一
丁
目
、
新
沖
一
丁
目
、
新
沖
三
丁
目
、
叶

松
一
丁
目
、
叶
松
二
丁
目
、
赤
崎
一
丁
目
、
赤
崎
二
丁
目
、
赤
崎
三
丁
目
、
赤
崎
四
丁
目
、
波
瀬
一

丁
目
、
大
学
通
一
丁
目
、
大
学
通
二
丁
目
、
高
千
帆
一
丁
目
、
高
千
帆
二
丁
目
、
石
井
手
一
丁
目
、

柿
の
木
坂
一
丁
目
、
柿
の
木
坂
二
丁
目
、
柿
の
木
坂
三
丁
目
、
揥
山
一
丁
目
、
揥
山
二
丁
目
、
揥
山

二
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三
丁
目
、
共
和
台
、
厚
狭
一
丁
目
、
桜
一
丁
目
、
桜
二
丁
目
、
自
由
ヶ
丘
、
上
の
郷
、
大
字
小
野

田
、
大
字
東
高
泊
、
大
字
丸
河
内
、
大
字
西
高
泊
、
大
字
千
崎
、
大
字
有
帆
、
大
字
郡
、
大
字
鴨

庄
、
大
字
厚
狭
、
大
字
山
川
、
大
字
津
布
田
及
び
大
字
埴
生

山
口
県
告
示
第
七
十
三
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
八
年
山
口
県
告
示
第
二
百
六
十
六
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お

り
解
除
す
る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

山
の
田
中
央
町
㈠
⑶

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
関
市
総
務
部
防
災

危
機
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
七
十
四
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示
（
平
成

二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
百
三
十
八
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の
と
お
り

解
除
す
る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

東
豊
井
㈠
⑷

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
七
十
五
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定
す

る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

山
の
田
中
央
町
㈠
⑶

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
関
市
総
務
部
防
災

危
機
管
理
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

一

区
域
の
名
称

東
豊
井
㈠
⑷

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

四
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山
口
県
告
示
第
七
十
六
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
八
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
の
指
定
に
関
す
る
告
示

（
平
成
二
十
三
年
山
口
県
告
示
第
百
三
十
九
号
）
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
区
域
に
つ
い
て
の
指
定
を
次
の

と
お
り
解
除
す
る
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

解
除
に
係
る
区
域
の
名
称

東
豊
井
㈠
⑷

二

解
除
に
係
る
区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

山
口
県
告
示
第
七
十
七
号

土
砂
災
害
警
戒
区
域
等
に
お
け
る
土
砂
災
害
防
止
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
五
十
七
号
）
第
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土
砂
災
害
特
別
警
戒
区
域
と
し
て
次
の
区
域
を
指
定

す
る
。令

和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

一

区
域
の
名
称

東
豊
井
㈠
⑷

二

区
域
の
範
囲

次
の
図
の
と
お
り

三

土
砂
災
害
の
発
生
原
因
と
な
る
自
然
現
象
の
種
類

急
傾
斜
地
の
崩
壊

四

建
築
物
の
構
造
の
規
制
に
必
要
な
衝
撃
に
関
す
る
事
項

次
の
図
の
と
お
り

（
「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
を
山
口
県
土
木
建
築
部
砂
防
課
及
び
下
松
市
建
設
部
土
木

課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）

公

告

（
三
八
）
肥
料
の
登
録

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
七
条
第
一
項
の

規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録
を
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

四
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登
録
番
号

登
録
年
月
日

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
(％
)

そ
の
他
の
規
格

生

産

業

者

氏

名

又

は

名

称

住

所

山
口
県
生

第
六
〇
九
号

令
和
六
、

二
、
一
九

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

一
五
苦
土
石
灰

ア
ル
カ
リ
分

五
三
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
五
・
〇
公
定
規
格
の
と
お

り

シ
ー
シ
ー
エ
フ
ジ
ャ

パ
ン
有
限
会
社

愛
知
県
岡
崎
市
市
場
町

字
東
町
一
三

（
三
九
）
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
の
更
新

肥
料
の
品
質
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
七
号
）
第
十
二
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

登
録
番
号

更
新
年
月
日

肥
料
の
種
類

肥
料
の
名
称

保
証
成
分
量
(％
)

そ
の
他
の
規
格

生

産

業

者

氏

名

又

は

名

称

住

所

山
口
県
生

第
五
二
八
号

令
和
五
、

八
、
二
三

炭
酸
カ
ル
シ
ウ
ム

肥
料

五
五
％
肥
料
用
炭

酸
苦
土
石
灰

ア
ル
カ
リ
分

五
五
・
〇

可
溶
性
苦
土

一
〇
・
〇
公
定
規
格
の
と
お

り

薬
仙
石
灰
株
式
会
社
美
祢
市
伊
佐
町
伊
佐
三

三
六
二

（
四
〇
）
種
畜
証
明
書
の
交
付

次
の
家
畜
に
つ
き
、
家
畜
改
良
増
殖
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
九
号
）
第
四
条
第
一
項
第
二

号
の
種
畜
証
明
書
を
交
付
し
ま
し
た
。

令
和
六
年
三
月
八
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

種
畜
証
明
書

番
号

名

前

品

種

生
年
月
日

産

地
検
査
成
績
飼
養
者
の
住
所
及

び
氏
名
又
は
名
称

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
一

Ｃ
八

そ
の
他
令
和
五
、

二
、
二
六
宮
城
県
級
外
岩
国
市
錦
町
宇
佐
郷

プ
ラ
イ
フ
ー
ズ
株
式

会
社
山
口
Ａ
Ｉ
セ
ン

タ
ー

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
二

Ｃ
七

〃

〃
〃

二
二
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
三

Ｈ
Ｄ
一
六

〃

〃
〃

一
四
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
四

Ｈ
Ｄ
一
五

〃

〃
〃

二
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
五

Ｈ
Ｄ
一
七

〃

〃
〃

一
六
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
六

Ｈ
Ｄ
二
二

〃

〃
四
、
一
四
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
七

Ｈ
Ｄ
二
六

〃

〃
〃

二
二
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
八

Ｈ
Ｄ
二
五

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
〇
九

Ｈ
Ｄ
一
八

〃

〃
三
、
二
九
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
〇

Ｈ
Ｄ
二
〇

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
一

Ｈ
Ｄ
二
三

〃

〃
四
、
二
〇
〃

〃

〃〃 六
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三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
二

Ｈ
Ｄ
二
七

〃

〃
〃

二
七
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
三

Ｈ
Ｄ
二
四

〃

〃
〃

二
〇
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
四

Ｈ
Ｄ
三
〇

〃

〃
三
、

六
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
五

Ｈ
Ｄ
三
六

〃

〃
四
、
二
五
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
六

Ｈ
Ｄ
三
四

〃

〃
〃

七
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
七

Ｈ
Ｄ
三
八

〃

〃
〃

二
五
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
八

Ｈ
Ｄ
三
九

〃

〃
〃

二
六
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
一
九

Ｈ
Ｄ
四
〇

〃

〃
〃

〃

〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
〇

Ｈ
Ｄ
三
五

〃

〃
〃

二
〇
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
一

Ｈ
Ｄ
三
七

〃

〃
〃

二
五
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
二

Ｈ
Ｄ
三
二

〃

〃
三
、
二
三
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
三

Ｈ
Ｄ
一
九

〃

〃
〃

三
〇
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
四

Ｈ
Ｄ
三
一

〃

〃
〃

一
〇
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
五

Ｈ
Ｄ
二
九

〃

〃
〃

三
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
六

Ｃ
九

〃

〃
〃

一
一
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
九

九
〇
〇
二
七

Ｃ
一
〇

〃

〃
〃

二
四
〃

〃

〃〃

三
二
四
三
五
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